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          癌部位に残留する希薄な薬剤を撮影できるＸ線カメラ 

 

  

フォトンエネルギー弁別式 X線カメラは CdTeなどの半導体検出器，マルチチャンネルアナラ

イザー（MCA），カウンターボード（CB），パソコン（PC），ｘyステージ，Ｘ線装置などからなる。

被写体にヨウ素やガドリニウムなどの液状造影剤，あるいはナノ粒子などを静脈注射し，癌部

位に残留した薬剤の主要構成元素をＫエッジ法や蛍光 X 線分析法によりイメージングする。K

エッジ法では，被写体後方において CdTe センサーをｘｙステージで動かし，センサーアンプか

らの出力を MCA を用いて波高分析を行いながら CBでカウントする。カウントするフォトンのエ

ネルギーはＫエッジよりもわずかに高いので，薬剤に効率よく吸収される。一方，蛍光法では X

線源あるいは被写体をｘｙステージで移動し，元素から発生する蛍光 X 線を検出して薬剤の分

布を調べる。 

上述はシングルセンサーを用いたKエッジ法と蛍光法によるイメージングについて述べたが，

これら二通りの X 線イメージングはエネルギー弁別式のラインセンサーや 2 次元センサーを用

いた場合にも適用できる。 

 

 

 

 

Ｘ線による癌などの分子レベルイメージング 

 

関連特許 
 

 

関連資料等 
現在，論文を投稿中 

 

何に使えるの？ 

どんな技術？ 

 


